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85

日
本
で
は
結
核
罹
患
率
減
少
の
鈍
化
や

近
年
の
増
加
に
転
じ
た
状
況
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け
る

と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
な
ど
経
済
的

に
発
展
し
保
健
シ
ス
テ
ム
も
充
実
し
た
国

や
地
域
で
や
は
り
罹
患
率
減
少
の
鈍
化
に

直
面
し
て
い
ま
す
（
図
）。
こ
の
た
め
、

１
９
９
９
年
の
Ｉ
Ｕ
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ｄ
東
部
地
域

会
議
の
折
に
ア
ジ
ア
の
中
蔓
延
国
・
地
域

の
疫
学
と
結
核
対
策
に
関
す
る
調
査
・
研

究
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
５
月
１３
日
に
Ｉ
Ｕ
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ｄ
フ
ォ

ー
ラ
ム
と
し
て
結
核
研
究
所
で
中
蔓
延
国

会
議
が
開
か
れ
、
日
本
（
結
核
研
究
所
）、

韓
国
、
香
港
、
マ
カ
オ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ブ
ル
ネ
イ
、
台
湾
の
八
つ

の
国
と
地
域
か
ら
の
参
加
者
が
各
国
の
結

核
の
疫
学
・
対
策
の
状
況
に
つ
い
て
発
表

し
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
討
議
を
行
い
ま

し
た
。
会
議
に
は
、
厚
生
省
結
核
感
染
症

課
課
長
補
佐
の
葛
西
健
氏
、
Ｉ
Ｕ
Ａ
Ｔ
Ｌ

Ｄ
の
ハ
ン
ス
・
リ
ー
ダ
ー
氏
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
西

太
平
洋
地
域
事
務
局
の
ド
ン
・
イ
ル
・
ア

ン
氏
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
し
た
国
・
地
域
で
は
高
齢
者
層
で

罹
患
率
が
高
い
こ
と
が
一
般
に
認
め
ら
れ

ま
す
が
、
特
に
日
本
、
香
港
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
台
湾
で
高
齢
者
の
占
め
る
割
合

が
高
く
、
高
齢
者
層
と
若
年
者
層
と
の
罹

患
率
の
差
が
大
き
い
傾
向
が
強
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
結
核
患
者
の
高
齢
化
に
よ

り
合
併
症
を
伴
う
結
核
が
多
い
こ
と
が
、

日
本
、
香
港
な
ど
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

結
核
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
合
併
例
の
増
加
に
つ
い

て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
外
国
人
結
核
患
者
の
占
め
る
割
合

は
、
日
本
と
韓
国
を
除
く
国
で
は
報
告
患

者
の
お
お
む
ね
１０
％
以
上
を
占
め
て
い
る

よ
う
で
す
。
今
回
の
発
表
を
見
る
と
、
中

蔓
延
国
の
中
で
も
、
共
通
す
る
も
の
と
そ

れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
に
特
徴
的
な
も
の
が

あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
結
核
研
究
所
が

事
務
局
と
な
り
Ｉ
Ｕ
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ｄ
東
部
地
域

の
活
動
の
一
つ
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
く

予
定
で
す
。
今
後
は
、
ま
ず
罹
患
率
減
少

の
鈍
化
傾
向
を
よ
り
正
確
に
分
析
す
る
た

め
、
共
通
の
調
査
方
法
で
各
国
の
疫
学
情

報
を
整
理
・
分
析
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
将
来
的
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ

う
に
ア
ジ
ア
中
蔓
延
地
域
に
共
通
の
結
核

情
報
シ
ス
テ
ム
が
作
ら
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
予
防
内
服
の

あ
り
方
、
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
へ
の
集

団
検
診
、
Ｄ
Ｏ
Ｔ
な
ど
も
今
後
の
討
議
課

題
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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図 罹患率の推移（全結核）
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